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 2学期 スタート！！  

立秋を過ぎましたが、今年も記録的な暑さが続いています。子どもたち

が楽しみにしていた夏休みでしたが、連日の猛暑により、外で過ごす時間

や活動の仕方を工夫しながら過ごすこととなったのではないかと思いま

す。夏休み中のグラウンドは、45度を超える温度を記録することもありまし

た。ご家庭におかれましても、熱中症対策にご配慮いただきながらの子育

て、誠にありがとうございます。 

子どもたちにとってこの夏休みは、強い日差しの自然の厳しさを実感す

るだけでなく、この夏は地震や大雨など国内での自然災害が立て続けに

発生するといったことも大きなニュースとなっていたことから、「自分の健

康」や「命を守る力の大切さ」について見つめ直し、学ぶ機会にもなった

のではないでしょうか。 

8月 25日から 2学期がスタートしました。いい表情で登校してくれた子どもたちから、たくさんの元気な

「おはようございます！」の声を聞くことができました。しかしながら、まだまだ猛暑は続く見込みで、子どもた

ちも疲れが溜まることと思います。日頃から気を付けていただいているかと思いますが、朝ご飯をしっかり摂

ることでの水分補給、塩分補給や、日々の健康観察など、どうぞよろしくお願いいたします。 

また、夏休みが終わり、なかなか心身ともに学校生活に順応できないお子様もおられるかもしれません。

気になることや心配なことがございましたら、いつでも学校までご相談ください。 

 

 子どもたちの主体的な学びへ  

文部科学省では、社会の変化や子どもたちを取り巻く環境の変化を踏まえ、「これからの学校での学び

方」を検討し、この秋にその方向性の詳細が出されようとています。 

これからの社会では、知識を覚えるだけではなく、「身に付けた知識を活用して課題を解決」したり、「多

様な人と協力しながら新しい価値を創出」したりする力が求められます。子どもたちが未来社会をたくましく

生きるための資質・能力を育むことを目指す教育となっていくことは、本校の学校目標「自ら考え行動し、未

来を切り開く児童・生徒の育成」とも重なるところが多いと考えます。 

学校では、これまでの取組を大切にしながら、一人一人の子どもが「何を学んだか」だけでなく、「どのよ

うに学ぶか」「学んだことをどのように活用できるか」を意識した授業づくりを始めていきます。 

保護者の皆様におきましても、子どもたちの学びを共に支えていただければ幸いです。２学期も引き続き、

ご理解、ご協力のほど、よろしくお願いします。 

 

児童・生徒の様子は、こちらから   

 

Xは、ログインすると日付順で見ることができます。 

 
○ 生駒北小学生の活動の様子（X） 

https://x.com/Ikoma_kita_e 

○生駒北中学生の活動の様子（X） 

https://x.com/ikoma_kita_j 
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